
百
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年
記
念
事
業

記
念
体
育
館
を
建
設

記
念
体
育
館
を
建
設

記
念
体
育
館
を
建
設

〜
４
月
か
ら
募
金
活
動
開
始
〜

高
校・中
学・幼
稚
園
で

卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行
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こ
の
と
こ
ろ
世
界
や
日
本

で
は
、
命
が
粗
末
に
扱
わ
れ

る
事
件
が
、
数
多
く
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

そ
の
数
は
い
っ
こ
う
に
減
る

よ
う
な
気
配
は
見
え
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
今

年
度
は
、「
い
の
ち
の
教
育
」

を
大
事
な
教
育
目
標
の
一
つ

と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

六
月
に
は
「
か
け
が
え
の
な

い
命
」
と
い
う
題
で
、
取
材

中
の
大
変
な
事
故
を
乗
り
越

え
た
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送
・
木

村
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。
木
村
さ
ん

に
は
、「
入
院
中
の
リ
ハ
ビ

リ
の
辛
さ
、
そ
し
て
そ
れ
を

支
え
て
く
れ
た
両
親
や
友
達

の
有
難
さ
」、
そ
し
て
「
生

き
て
い
て
良
か
っ
た
。
諦
め

ず
に
良
か
っ
た
。
神
さ
ま
は
、

そ
の
人
が
乗
り
越
え
ら
れ
な

い
試
練
は
、
お
与
え
に
な
ら

な
い
。」
と
い
う
前
向
き
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
一
月
に

は
、「
い
の
ち
の
重
さ
」
と

い
う
題
で
、
貧
困
と
政
情
不

安
の
中
に
あ
る
中
央
ア
フ
リ

カ
共
和
国
で
、
エ
イ
ズ
撲
滅

の
た
め
に
闘
っ
て
お
ら
れ
る

徳
永
瑞
子
先
生
か
ら
、
実
際

の
写
真
や
統
計
を
も
と
に
、

貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
世
界
に
は
、

私
た
ち
が
当
た
り
前
と
思
っ

て
い
る
こ
と
、
例
え
ば
、
毎

日
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
必
ず

水
が
出
て
く
る
こ
と
な
ど
が

当
た
り
前
で
な
い
現
実
を
抱

え
て
い
る
国
や
場
所
が
あ
る

こ
と
。
そ
し
て
命
の
こ
と
を

し
っ
か
り
考
え
る
と
は
、
当

た
り
前
の
こ
と
に
感
謝
す
る

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。」
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、

毎
日
の
朝
礼
、
キ
リ
ス
ト
教

特
伝
や
Ｈ
Ｒ
な
ど
を
通
し

て
、「
い
の
ち
」
に
つ
い
て

考
え
て
き
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、「
人
生
の
贈

り
物
」（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ

ビ
ラ
）
と
い
う
本
に
、
次
の

よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
ヘ
レ
ン
も
サ
リ
バ
ン
も
、

力
強
い
楽
観
主
義
者
だ
っ

た
」。
つ
ま
り
、
あ
の
大
変

な
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
た
ヘ

レ
ン･

ケ
ラ
ー
、
そ
し
て
彼

女
の
先
生
で
あ
る
ア
ン
・
サ

リ
バ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
は
、

常
に
前
向
き
で
あ
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
ん
な
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
が
、
熊
本
の
阿
蘇
山
に

や
っ
て
き
た
時
、
手
で
触
れ

て
見
つ
け
た
の
は
、
溶
岩
の

中
に
生
え
た
草
（
命
）
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ど
ん
な

場
所
で
あ
っ
て
も
、
希
望
の

「
し
る
し
」
を
見
つ
け
て
い
っ

た
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
生
き

ざ
ま
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。
彼
女
に
と
っ
て
、「
命
」

と
は
「
希
望
」
で
し
た
。
そ

し
て
こ
の
「
希
望
」
こ
そ

が
、
彼
女
が
一
歩
一
歩
大
変

な
努
力
で
、
不
可
能
に
見
え

た
壁
を
打
ち
破
っ
て
い
っ
た

力
だ
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、

「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
考
え

る
と
は
、「
希
望
の
し
る
し
」

を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
な
の

で
す
。
今
年
度
の
学
び
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
「
希
望
の
し
る
し
」
を
求

め
て
、
今
日
か
ら
歩
い
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

九
州
学
院
は
２
０
１
１
（
平

成
23
）
年
に
創
立
百
周
年
を

迎
え
ま
す
。
理
事
会
で
は
、

百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
を
中
心
に
、
記
念
礼
拝
、

記
念
行
事
、
記
念
事
業
に
つ

い
て
、
鋭
意
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
実
行
委

員
会
は
、
同
窓
会
、
育
友
会
、

学
校
の
各
代
表
、
計
30
名
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
総
事
業

費
は
５
億
円
と
し
、
記
念
事

業
の
内
容
は
、
記
念
体
育
館

建
設
、
２
号
館
改
修
、
歴
史

資
料
室
の
設
置
、
百
周
年
記

念
史
の
刊
行
、
育
英
奨
学
基

金
の
充
実
を
大
き
な
柱
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
２
号
館
は
、

外
壁
の
全
面
改
修
、
図
書
館
の

大
幅
改
造
を
予
定
し
て
お
り
、

電
車
通
り
に
面
す
る
外
壁
に

つ
い
て
は
、
百
周
年
記
念
に

ふ
さ
わ
し
い
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
２
号

館
改
修
は
２
０
１
０
年
、
記

念
体
育
館
は
２
０
１
１
年
の

竣
工
を
予
定
し
て
お
り
、
着
々

と
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
九
州
学
院
で
は
建

学
の
精
神
に
基
づ
き
、
さ
ら

に
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
金
面

で
も
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た

く
、
募
金
目
標
額
を
１
億
円

と
し
、
４
月
か
ら
募
金
活
動

を
開
始
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
募
金
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
適
宜
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
追
っ
て
趣
意
書
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
節

は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

３
月
２
日
、
午
前
十
時
か
ら

高
校
の
卒
業
式
が
体
育
館
で
行

わ
れ
、
三
〇
一
名
が
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。
式
の
中
で
内
村

院
長
は
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
の
一
節
を
引
用
さ
れ
、
命
の

大
切
さ
や
自
分
を
大
事
に
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
乗
り
越
え

て
い
く
よ
う
に
と
訓
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会

の
松
村
敏
人
会
長
か
ら
は
、「
挨

拶
と
返
事
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず

に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
来
賓
と
し
て
中
学
校
の

校
長
先
生
方
の
列
席
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
高
校
卒
業

五
十
年
目
の
Ｓ
11
回
、
三
十
年

目
の
Ｓ
31
回
の
方
々
も
陪
席

し
、
当
時
を
思
い
出
し
大
き
な

声
で
讃
美
歌
や
校
歌
を
歌
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

16
日
は
、
中
学
校
の
卒
業
式

が
チ
ャ
ペ
ル
で
厳
か
に
行
な

わ
れ
、
式
の
終
り
に
は
鐘
も
鳴

ら
さ
れ
、
思
い
出
に
残
る
卒

業
式
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

13
日
に
は
み
ど
り
幼
稚
園
で

も
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
二
十
七

名
の
園
児
が
幼
稚
園
を
巣
立

ち
ま
し
た
。
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　　2008年度年間聖句

「後ろのものを忘れ、
前のものに全身を向けつつ
目標を目指してひたすら
走りなさい」

（フィリピの信徒への手紙
３章 13、14 節）

Forget what is behind and strain 
toward what is ahead,press on 
toward the goal.

(Philippians 3:13,14)

九
州
学
院　

院
長　

内　

村　

公　

春

あまりに寒くてかじかんだ手をこすり、ハアーと息を
吹きかけてみました。世の中どんなに便利になっても、
これだけは昔から変わりません。ふと旧約聖書の創世記
のことばがよみがえりました。「主なる神は、土の塵で
人を形づくり、その鼻に命の息を吹き入れられた。人は
こうして生きる者となった」。神が人を生きる者として
くださった命の息とは、かじかむ手を暖めるようなあっ
たかな息ではなかったでしょうか。

読売新聞の編集手帳の欄に、電車の中で小さな女の子
たちが、息でくもる窓に指で図形や文字を書いていた様
子を見て、暖かいものと冷たいものが接触してつくる結
露の仕組みを思い出したということが書かれていまし
た。さらに、涙もそうかもしれないとして、次のように
書かれています。「こごえた心が、人の優しい気遣いや、
ちょっとした、しぐさに触れて目に露を結ぶ作用は、誰
もが経験で知っている。新聞とは、ときに、『悲しみの
入れ物』でもある。心痛む出来事を報じる記事が、紙面
を冷たく覆う日もあるだろう。息でくもる小さな窓であ
りたいと、年の初めに念じている。」しばらく、私はこ
の文書から目を離すことはできませんでした。

私たちの人生も悲しさや苦しさで冷たく覆われること
があるかもしれません。しかし、神さまの温かな息、恵
みと愛に触れ、家族や友だちの優しい心遣いや、ちょっ
とした、しぐさに触れて、私たち一人ひとりも「息でく
もる小さな窓でありたい」と思わずにはいられませんで
した。春の風をどこかで感じながら・・・。

「生かされて生きる」
チャプレン　富島裕史

「
希
望
の
し
る
し
」

「
希
望
の
し
る
し
」

創立百周年記念体育館完成予想図

昨年末から 2009 年１月 23 日（締切）
まで、文書やホームページなどを通じて

「九州学院創立百周年キャッチフレーズ」
を公募しましたところ、卒業生・一般・
教職員から 64 点、生徒から 159 点の応
募がありました。その中から校内選考委
員会で学院賞（一席・二席・三席）と入
選 11 点を選考しました。学院賞第一席
は 1970 年に本学院を卒業した佐間野英
之氏（S22 回）の作品「百年の想い世代
を超えて」でした。
入選者には表彰状と副賞が贈呈されます。

「百周年キャッチフレーズ」
一席は、佐間野氏（S22回）

〜九州学院は 2011 年に創立 100 周年を迎えます〜〜九州学院は 2011 年に創立 100 周年を迎えます〜

百 年 の 想 い 世 代 を 超 え て





理
事
会
便
り
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二
月
三
日
は
節
分
。
高
校
一
年
の
家
庭
科
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
交
流
も
今
年
度
で
六
回
目
。
今

回
は
、“
豆
ま
き
”。
数
日
前
か
ら
新
聞
紙
を
丸
め

た
豆
と
広
告
紙
を
折
っ
て
作
っ
た
升
を
準
備
し

て
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
の
為
、
二
階
遊
戯
室
に
集
ま
っ
て
い
る

と
、「
ウ
ォ
ー
ッ
」
の
声
と
共
に
鬼
登
場
。
手
作

り
の
お
面
を
つ
け
、
ナ
ン
ト
上
半
身
は
裸
！！
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ス
の
鬼
と
あ
っ
て
、
鍛
え
ら

れ
た
体
と
ノ
リ
の
良
さ
は
、
今
迄
に
な
い

迫
力
で
、
年
少
児
の
み
な
ら
ず
泣
き
出
し

て
し
ま
う
子
続
出
で
す
。「
ウ
ォ
ー
ッ
」
と

近
寄
る
鬼
た
ち
に
「
ギ
ャ
ー
ッ
」
の
叫
び

声
。
新
聞
の
豆
を
必
死
に
投
げ
な
が
ら
逃

げ
回
っ
た
り
、「
鬼
は
〜
外
！！
。
鬼
は
外
っ

て
言
っ
た
ら
鬼
は
外
！！
」
と
応
戦
し
て
い

る
子
が
居
た
り
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
豆

ま
き
で
し
た
。

九
州
学
院
は
二
〇
一
一

（
平
成
23
）
年
に
創
立
百
周

年
を
迎
え
ま
す
。
理
事
会
で

は
、
百
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
を
中
心
に
記
念
事

業
・
記
念
行
事
等
に
つ
い
て

鋭
意
検
討
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
総
事
業
費
用
は

５
億
円
と
し
、
記
念
体
育
館

建
設
、
２
号
館
改
修
、
歴
史

資
料
館
設
置
、記
念
史
刊
行
、

育
英
奨
学
基
金
の
充
実
を
大

き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

全
教
職
員
参
加
に
よ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
す
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
同
窓
会
、

保
護
者
の
皆
様
方
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2009 年度九州学院高校入試の結果
2009 年度の九州学院高校入試は１月 27 日に奨学・専願入試、

２月 19 日に一般入試が行われました。少子化で受験生が軒並み
に減少する中において、お陰様で九州学院には多くの受験生が希
望してくれたことを感謝します。受験生の皆さんの希望に応える
べく、できる限りの努力をいたしましたが、募集定員の枠があり
皆さんの意に沿えない結果となったことをお詫び致します。

2009 年度入試結果

※専願生には特別活動推薦生を含む。（　　）内は女子の人数。

受験型 志願数 受験数 合格数 実質倍率

奨学生 644（318） 644（318） 420（211） １．５３

専願生 221（47） 220（46） 158（29） １．３９

一般生 532（222） 522（221） 253（116） ２．０６

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
後
、、

鬼
た
ち
は
退
散
。
着
が
え
を
済
ま

せ
た
高
校
生
を
園
児
一
〜
二
名
が

グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
仲
良
く
一
緒

に
豆
を
食
べ
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
に
や
さ
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
な
の
に

…
」
の
つ
ぶ
や
き
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
小
さ
く
て
弱
い
、
甘
え
ん
坊
な
心
も
お

か
げ
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
強
く
成
長
で
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

九
州
学
院
の
幼
稚
園
な
ら
で
は
の
楽
し
く
、

有
意
義
な
豆
ま
き
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
高

校
生
に
も
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

中
学
入
試

平
成
21
年
度
中
学
校
奨
学

生
・
専
願
生
入
試
が
１
月
10
日

に
行
わ
れ
、
奨
学
生
と
専
願
生

に
、
あ
わ
せ
て
１
６
９
名
の
小

学
生
が
受
験
し
ま
し
た
。

ま
た
２
月
７
日
に
は
一
般
生

入
試
が
行
わ
れ
、
33
名
が
受
験

し
ま
し
た
。

剣
道
部
全
国
５
連
覇
！

〜
若
鷲
旗 

通
算
９
度
目
の
栄
冠
〜

第
９
回
ミ
ズ
ー
ラ
英
語
劇

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
」
の
練
習
が
１
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
本
校
の

中
学
生
と
熊
本
市
内
の
小

学
生
61
名
が
、
毎
週
１
時

間
、
歌
や
セ
リ
フ
の
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
演
日
時 

４
月
25
日（
土
）

第
１
回
公
演 

13
時 

30
分

第
２
回
公
演 

17
時

入
場
無
料

12

月
25

日
〜
28
日
に

か
け
て
兵
庫

県
で
行
わ
れ

た
、
内
閣
総

理
大
臣
杯
授

与
・
第
26
回

若
鷲
旗
剣
道

大
会
（
読
売

新
聞
大
阪
本

社
な
ど
後

援
）
で
、
九

州
学
院
中
学

校
が
５
年
連

続
９
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
各
都
道
府
県
の
新
人
戦
優
勝
校
や

強
化
指
定
校
な
ど
、
百
数
十
校
か
ら
男
女
約
２
千
人
が

参
加
。
全
国
の
中
学
剣
士
が
打
倒
九
学
を
目
指
す
大
会

で
の
５
連
覇
は
見
事
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（補欠）田中将輝・（次峰）曽我貴昭・（副将）真田裕行・（補欠）荒川史登
（大将）持原大希・（先鋒）廣田憲亮・（中堅）永井雪新

中
一
が
ス
ケ
ー
ト
研
修

　

２
月
26
日
（
木
）、
１

年
生
は
ア
ク
ア
ド
ー
ム
に

お
い
て
ス
ケ
ー
ト
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト

は
今
回
が
初
め
て
と
い
う

生
徒
も
多
く
、
最
初
は
転

ん
で
ば
か
り
い
る
生
徒
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
１

時
間
後
に
は
す
っ
か
り
コ

ツ
を
つ
か
ん
で
、
上
手
に

滑
っ
て
い
ま
し
た
。

各
種
大
会
成
績

《
剣
道
》

第
２
回
熊
本
神
泉
会
旗

合
志
市
剣
道
協
会
会
長
杯
争
奪

九
州
選
抜
少
年
剣
道
練
成
大
会

12
月
21
日

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

　

中
学
男
子
の
部

優
勝　

九
州
学
院
中
学
校

九
学
１
④
︱
③
１
高
森

広
安
個
人
戦
剣
道
選
手
権
大
会

12
月
23
日

益
城
町
総
合
体
育
館

　

中
学
男
子
１
年
の
部

　
　
　

１
位　

古
閑　

章
彦

　
　
　

２
位　

大
熊　

勇
輝

　
　
　

３
位　

渡
部　

稜
也

　

ベ
ス
ト
８　

曽
我　

貴
昭

　
　
　
　
　
　

真
田　

裕
行

　
　
　
　
　
　

漆
島　

伊
織

　
　
　
　
　
　

藤
﨑　

大
樹

　

中
学
男
子
２
年
の
部

　
　
　

３
位　

持
原　

大
希

　

ベ
ス
ト
８　

廣
田　

憲
亮

《
柔
道
》

熊
本
市
新
人
柔
道
大
会

１
月
17
日

熊
本
武
道
館

男
子
団
体

２
位　

九
州
学
院
中
学
校
Ａ

男
子
個
人

　

55
㎏
級

　

優
勝　

米
村　

克
麻
（
１
年
）

　

66
㎏
級

３
位　

永
井　

秀
一
（
２
年
）

　

73
㎏
級

優
勝　

坂
田　

直
秋
（
２
年
）

　

81
㎏
級

２
位　

平
賀　

雅
刀
（
２
年
）

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
》

平
成
20
年
度
熊
本
県
中
学
生
総
合

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

２
月
22
日

玉
名
市
総
合
体
育
館

男
子
団
体３

位　

九
州
学
院
中
学
校

（
斗
山･

泉･

坂
本･
山
口
）

職
業
に
つ
い
て
考
え
る

〜
ロ
ー
タ
リ
ー
出
前
講
座
〜

２
年
生
が
、
２
月
９
日

（
月
）
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
主
催
に
よ
る
職
業
卓
話
の

時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
各
教

室
で
、
医
者
、
建
築
設
計
、

ホ
テ
ル
業
、
広
告
制
作
、
警

備
会
社
や
建
築
業
な
ど
、
異

な
る
業
種
の
諸
先
輩
方
を
お

迎
え
し
、「
職
業
」
に
関
す
る

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
局
か
ら
の
取
材
も
あ

り
、
講
座
の
模
様
は
、
そ
の

日
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
流

さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

「
将
来
の
職
業
に
つ
い
て
夢
と

希
望
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。」
と
感
想
を
述
べ
る
な

ど
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

《
テ
ニ
ス
》

２
０
０
８
ヨ
ネ
ッ
ク
ス	

グ
リ
ー

ン
ラ
ウ
ン
ド
第
３
戦
（
Ｕ
ー
14
）

12
月
14
日

パ
ー
ク
ド
ー
ム

シ
ン
グ
ル
ス

優
勝　

中
島　

弘
陽
（
１
年
）

ル
ー
デ
ン
ス
ジ
ュ
ニ
ア
（
Ｕ
ー

14
）
シ
ン
グ
ル
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
月
25
日

ル
ー
デ
ン
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

優
勝　

中
島　

弘
陽
（
１
年
）

ス
タ
ー
カ
ッ
プ
室
内
ダ
ブ
ル
ス
大
会

２
月
８
日

パ
ー
ク
ド
ー
ム

男
子
Ｃ
Ｄ
ク
ラ
ス

優
勝　

中
島　

弘
陽
（
１
年
）

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権

九
州
地
域
予
選
県
予
選

２
月
28
日
〜
３
月
１
日

県
民
運
動
公
園

14
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

中
島　

弘
陽
（
１
年
）

同
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

中
島　

弘
陽
（
１
年
）

第
19
回
熊
本
県
中
学
生

学
年
別
テ
ニ
ス
大
会

２
月
21
日

県
民
運
動
公
園

１
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

２
位　

中
島　

弘
陽
（
１
年
）

《
文
化
活
動
》

第
62
回
熊
日
学
童
ス
ケ
ッ
チ
展

１
月
12
日

佳
作　

バ
ー
ク
　
　
　
　
　

マ
ッ
ケ
ン
ズ
ィ
ー
（
２
年
）

佳
作　

安
武　

詩
織
（
２
年
）

佳
作　

北
里　
　

彩
（
１
年
）

第
53
回
西
日
本

読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

２
月
８
日

入
賞　

茸
屋
香
乃
子
（
３
年
）

「
Ｋ
Ａ
Ｂ
水
と
森
を
守
る
た
め

ぼ
く
ら
が
今
で
き
る
こ
と
」

２
月
９
日

ポ
ス
タ
ー
部
門

優
良
賞　

久
積　

夢
子
（
２
年
）

生
徒
会
活
動

生
徒
会
を
中
心
に
５
年
前
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
、
日
本
民
際
交

流
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
ダ
ル

ニ
ー
奨
学
金
へ
の
協
力
を
今
年
も

行
い
ま
し
た
。
書
き
損
じ
の
は
が

き
や
未
使
用
の
切
手
な
ど
を
集
め
、

タ
イ
・
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
の
就
学

の
夢
を
叶
え
る
奨
学
金
制
度
で
す
。

今
年
は
１
万
５
千
円
の
奨
学
金
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
３
回
英
語
検
定
試
験

１
月
23
日
（
金
）
に
平
成
20

年
度
第
３
回
英
語
検
定
試
験
を
行

な
い
ま
し
た
。
卒
業
ま
で
に
３
級

合
格
を
目
標
に
受
検
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
末
で
の
在
校
生
の
有

資
格
者
数
は
以
下
の
通
り
で
す
。

５
級　

１
２
０
名

４
級　

１
３
３
名

３
級　
　

５
８
名

準
２
級　

１
４
名

２
級　
　
　

１
名

１
級　
　
　

１
名

漢
字
検
定

１
月
23
日
（
金
）
に
平
成
20

年
度
漢
字
検
定
試
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
九
中
で
は
毎
年
１
回
全
員

が
受
験
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

合
格
者
数
は
以
下
の
通
り
で
す
。

５
級
合
格　

９
１
名

４
級
合
格　

７
１
名

３
級
合
格　

４
８
名

準
２
級
合
格　

５
名

園
児
と
高
校
生
が
豆
ま
き

園
児
と
高
校
生
が
豆
ま
き

九
中
コ
ー
ナ
ー

鬼に扮した高校生に豆まきをする園児たち

第
９
回
ミ
ズ
ー
ラ
英
語
劇

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

 

４
月
25
日
（
土
）
に
公
演

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

 

４
月
25
日
（
土
）
に
公
演

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

 

４
月
25
日
（
土
）
に
公
演



写真は省かせて

頂きます。


